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本研究では、溶液状態においてタンパク質やその複合体におけるリン酸基とタンパク質との間で形

成する水素結合に観測とその手法の開発について取り組んだ。水素結合のドナーとアクセプターを決

定するには、水素結合を介したスピン結合 J を用いて、水素結合のドナーとアクセプターの間での相

関を観測することが最も直接的な方法である。昨年度、水素結合経由の J を効率よく捉えることに成

功した。今年度は、さらにリン酸基のリン近傍の 1H を捉える代替的方法として 1H-31P の残余双極子

相互作用(RDC)の測定を試みところ、Ras・GDP タンパク質において、RDC 経由での信号の観測に成

功した（下図）。さらに他のタンパク質に対象を広げ、研究を続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


